
［成果情報名］カーボンクリアランス法による鶏の免疫機能評価

［要約］精製パン酵母（ＹＥ）を投与した鶏の食細胞の亢進を確認の上、マウス食細胞の

機能評価に用いられるカーボンクリアランス法の定法に基づき決定した条件でカーボンク

リアランス能を測定すると、ＹＥＬ区において有意な亢進が確認できる。よって同法は、

鶏の自然免疫力評価にも有効である。
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［背景・ねらい］

これまで家禽における免疫機能は、抗体産生や遅延型過敏反応などの獲得免疫力を主体

に評価されており、生体防御を司る初期段階の自然免疫力の評価方法についての検討例は

少なく、この確立が課題となっている。

カーボンクリアランス法は、マウスの食細胞系の機能評価方法である。血中に侵入した

異物が血中及び組織の貪食細胞に貪食されて血中から排除されるという原理を応用し、血

中に投与したカーボン粒子の経時的な減少量から個体の貪食能を評価する方法である。こ

れを、鶏の自然免疫力を評価する方法のひとつとして応用可能かどうか検討する。

［成果の内容・特徴］

１．カーボンクリアランス法の定法を基に、鶏の測定条件を決定する。すなわち、 ％ゼ1
ラチン加ＰＢＳで 倍に希釈したカーボンインク ｋｇ を翼静脈から投与し、3 5ml/ BW

3 10 80 0.1% 8投与 分及び 分後に反対側の翼静脈から 採血し、 炭酸ナトリウム溶液μｌ

ｍｌ中に吹き込み溶血させた後、 ｎｍの吸光度を測定し、表１の式に従って貪食675
指数Ｋを求める。

２．精製パン酵母（ＹＥ）の ％（ＹＥＬ区）及び１％（ＹＥＨ区）の水溶液及び精製0.1
水（対照区）を採卵鶏各区３羽に３週間自由飲水させ、末梢血中マクロファージの走

化性（ケモタキシスチャンバー法による）及び貪食能（ラテックスビーズ法による）

がＹＥＬ区、ＹＥＨ区とも対照区に比べ有意に亢進することを確認の上、１．に示す

条件でカーボンクリアランス能を評価する。

３．各区についてカーボン投与後 、 、 、 分後の血液を採取すると、図１に示すと3 5 10 20
おり、血中のカーボンは各区とも経時的に減少するが、対照区に比べてＹＥＬ区及び

ＹＥＨ区は早く減少し、血中に投与した異物（カーボン粒子）に対するクリアランス

能の亢進が認められる。

４．各区の吸光度の値を式１に当てはめ、貪食指数Ｋを算出すると、対照区に比べてＹＥ

Ｌ区は有意なカーボンクリアランス能の亢進が認められる （表１）。

５．精製パン酵母給与に伴う鶏の自然免疫力向上が、カーボンクリアランス法によって検

、 、 。出できたことから 同法は 鶏の自然免疫力評価方法として有効であると判断される

［成果の活用面・留意点］

１．カーボンクリアランス法の実施に必要な機器類は分光光度計のみであること、また短

時間で評価ができる利点があり、様々な場での活用が期待できる。

２．カーボンクリアランス法は、１個体に１回のみ実施可能な評価方法である。従って経

過を追って自然免疫力を評価する場合は、他の評価方法と組み合わせて実施する必要

がある。
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式１　貪食指数Ｋの算出式

　　Ａ：３分後の吸光度の値、Ｂ：１０分後の吸光度の値　

　　Ｋ＝（ｌｏｇＡ－ｌｏｇＢ）／（10－３）

表１　カーボンクリアランス能

区 n

対照区 3 0.0102 a ± 0.0031

YEL区 3 0.0183 b± 0.0015

YEH区 3 0.0132 ± 0.0008

貪食指数Ｋ

異文字間に有意差あり（p<0.05）

図１　ＹＥ投与によるカーボン残存率の推移
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